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―
車
体
整
備
に
関
係
す
る

団
体
、
企
業
で
連
絡
協
議
会

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た

「
連
絡
協
議
会
は
Ｂ
Ｓ
サ

ミ
ッ
ト
事
業
協
同
組
合
、
Ｄ

Ｒ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
カ
ー

コ
ン
ビ
ニ
倶
楽
部
で
構
成
し

て
い
る
。
同
じ
車
体
整
備
業

界
に
い
る
中
で
、
競
争
領
域

と
協
調
領
域
が
あ
る
。
協
調

領
域
で
何
か
で
き
な
い
か
が

始
ま
り
だ
っ
た
。
国
交
省
と

日
本
自
動
車
工
業
会
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
入
っ
て
い

る
」―

中
東
情
勢
に
よ
る
塗

料
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
仕
入

れ
の
影
響
は

「
塗
料
な
ど
が
足
り
な
い

た
め
、
仕
事
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

な
い
。
国
交
省
が
流
通
の

〝
目
詰
ま
り
〟
に
対
す
る
窓

口
を
設
け
た
こ
と
で
、
状
況

は
大
き
く
変
わ
っ
た
」

よ
う
交
渉
し
て
き
た
。
26
年

度
は
、
25
年
度
よ
り
も
ス
タ

ー
ト
を
早
く
し
て
建
設
的
な

話
を
し
た
い
」

―
２
月
に
は

独
自
の
塗
装
工

数
の
草
案
を
策

定
し
た

「
独
自
の
塗

装
工
数
を
つ
く

る
こ
と
を
念
頭

に
、
個
々
の
作

業
に
要
し
た
時

間
を
積
み
上

げ
、
ど
の
く
ら

い
の
時
間
が
か

か
っ
た
か
を
算

出
す
る
に
は
、

も
っ
と
デ
ー
タ

が
必
要
だ
。
草

案
で
は
ホ
ン
ダ

『
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
エ
ヌ
ボ
ッ

ク
ス
）
』
で
４
パ
タ
ー
ン
の

調
査
を
行
っ
た
が
、
今
後
は

デ
ー
タ
を
も
っ
と
増
や
す
」

あ
る
。
塗
装
は
日
本
と
ド
イ

ツ
で
仕
上
が
り
に
対
す
る
考

え
方
の
差
が
あ
る
と
感
じ

た
。
今
後
は
自
研
セ
ン
タ
ー

と
の
対
話
の
場
を
設
け
て
も

ら
う
こ
と
を
要
望
し
て
お

り
、
期
待
し
て
い
る
。
意
見

交
換
の
場
が
で
き
れ
ば
、
互

い
の
わ
だ
か
ま
り
も
消
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
」

―
大
手
損
保
会
社
と
の
団

体
交
渉
が
３
年
目
に
入
る

「
２
年
目
の
団
体
交
渉

は
、
指
数
対
応
単
価
は
も
ち

ろ
ん
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理

費
用
や
代
車
、
情
報
管
理
費

用
な
ど
、
事
故
車
修
理
に
関

連
す
る
作
業
に
つ
い
て
一
つ

ひ
と
つ
項
目
を
設
け
、
そ
れ

に
係
る
費
用
を
明
確
に
す
る

―
国
土
交
通
省
に
よ
る
事

故
車
修
理
の
標
準
作
業
時
間

の
調
査
結
果
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
か

「
わ
れ
わ
れ
が
最
終
的
に

目
指
す
の
は
適
正
な
工
賃
の

実
現
で
、
今
回
の
調
査
結
果

が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
鋼
板
が
昔
に
比

べ
て
硬
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

溶
接
は
調
査
結
果
の
数
値
よ

り
も
差
が
広
が
る
可
能
性
が

建設的な意見交換を
適正工賃の実現

日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会

日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会

小
倉
龍
一
会
長

小
倉
龍
一
会
長

事
故
車
修
理
に
お
け
る
修
理
費
用
に
関
す
る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。
国
土
交
通
省
は
６
月
、
事
故

車
修
理
の
標
準
作
業
時
間
の
結
果
を
公
表
し
た
。
日
本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
（
日
車
協

連
、
小
倉
龍
一
会
長
）
も
２
月
、
独
自
に
取
り
組
む
塗
装
工
数
の
草
案
を
ま
と
め
、
２
０
２
６
年
度
も

取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
塗
料
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
不
足
は
、
副
資

材
を
含
め
て
余
裕
が
な
い
状
況
が
続
く
。
引
き
続
き
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

て
い
る
ホ
ン
ダ
の
軽
自
動
車

「
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
エ
ヌ
ボ
ッ

ク
ス
）
」
で
、
①
軽
自
動
車

の
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
交
換
②
ス

ラ
イ
ド
ド
ア
の
軽
微
な
へ
こ

み
の
修
理
―
の
作
業
と
、
そ

れ
に
伴
う
塗
装
時
間
を
測
定

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
草
案

を
ま
と
め
た
。

今
年
２
月
に
成
果
普
及
講

習
会
を
東
京
、
大
阪
の
２
カ

所
で
実
施
し
、
組
合
員
や
関

係
者
に
草
案
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
小
倉
会
長
は
独
自
の

作
業
工
数
と
し
て
の
完
成
に

意
欲
を
見
せ
て
お
り
、
26
年

度
も
調
査
活
動
を
継
続
す

る
。

研
セ
ン
タ
ー
の
指
数
と
比
較

し
た
。

国
交
省
が
６
月
24
日
に
調

査
結
果
を
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、
自
研
セ
ン
タ
ー
、
日

車
協
連
は
そ
れ
ぞ
れ
声
明
を

発
表
し
た
。
国
交
省
は
今
後

の
対
応
の
一
つ
に
、
自
研
セ

ン
タ
ー
や
損
保
会
社
、
車
体

整
備
事
業
者
と
と
も
に
実
態

に
即
し
た
指
数
を
策
定
す
る

た
め
の
対
話
の
場
を
設
け
る

方
針
を
示
し
た
。

日
車
協
連
も
25
年
度
の
事

業
で
独
自
の
塗
装
工
数
の
策

定
に
乗
り
出
し
た
。
所
有
し

事
故
車
修
理
の
修
理
費
用

を
算
出
す
る
場
合
、
個
々
の

作
業
に
つ
い
て
自
研
セ
ン
タ

ー
が
策
定
し
た
標
準
作
業
時

間
に
基
づ
く
指
数
に
指
数
対

応
単
価
を
掛
け
合
わ
せ
、
そ

れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
方
法

が
一
般
的
だ
。
車
体
整
備
業

界
で
は
こ
の
方
法
が
定
着
す

る
一
方
で
、
自
研
セ
ン
タ
ー

の
指
数
に
対
し
て
車
体
整
備

事
業
者
か
ら
「
実
態
に
合
わ

な
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が

っ
て
い
た
。

車
体
整
備
事
業
者
の
声
を

受
け
て
国
交
省
は
昨
年
、
標

準
作
業
時
間
の
実
態
調
査
に

着
手
し
た
。
調
査
は
テ
ュ
フ

ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
ジ
ャ
パ

ン
を
通
じ
て
独
Ｃ
Ａ
Ｂ

社
に
新
た
な
標
準
作
業

時
間
の
策
定
を
依
頼
し

た
。
３
車
種
に
つ
い
て

板
金
、
塗
装
の
標
準
作

業
時
間
を
調
査
し
、
自

特
に
、
塗
料
は
一
時
期

「
在
庫
が
枯
渇
し
た
ら
塗
装

が
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う

話
も
飛
び
出
し
た
。
普
段
か

ら
一
定
の
在
庫
を
確
保
し
て

い
て
も
、
外
的
要
因
に
よ
る

仕
入
れ
の
滞
り
は
、
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る

車
体
整
備
業
界
を
大
き
く
揺

る
が
し
た
。

日
車
協
連
は
、
25
年
度
も

損
保
大
手
４
社
と
指
数
対
応

単
価
な
ど
に
つ
い
て
団
体
交

渉
を
行
っ
た
。
２
年
目
の
25

年
度
は
、
板
金
塗
装
の
作
業

に
付
随
す
る
廃
棄
す
る
部
品

の
処
理
費
用
な
ど
を
中
心
に

損
保
会
社
と
交
渉
を
行
い
、

妥
結
し
た
。
６
月
の
総
会
で

３
年
目
と
な
る
26
年
度
も
団

体
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
る
。

中
東
情
勢
の
影
響
に
よ

り
、
春
先
か
ら
溶
剤
系
塗
料

や
シ
ン
ナ
ー
、
マ
ス
キ
ン
グ

テ
ー
プ
な
ど
副
資
材
の
調
達

に
支
障
が
出
た
。
特
に
シ
ン

ナ
ー
の
仕
入
れ
は
こ
れ
ま
で

滞
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

車
体
整
備
事
業
者
が
ほ

と
ん
ど
。
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
て
落
ち
着
い
て

き
た
と
い
う
声
が
あ
る

一
方
、
確
保
で
き
る
の

は
前
年
並
み
な
ど
、
決

し
て
余
裕
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
。
近

年
の
物
価
高
を
含
め
た

仕
入
れ
価
格
の
高
騰

も
、
車
体
整
備
事
業
者

を
苦
し
め
る
。

事故車修理の標準作業時間

相
次
ぐ
策
定
の
動
き

中
東
情
勢
の
影
響
で
シ
ン
ナ

ー
の
調
達
に
も
支
障
が
出
た

対
話
や
調
査
活
動

中
東
情
勢
影
響
で

資
材
調
達
に
支
障
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を
選
ば
な
い

こ
と
が
特
徴

の
一
つ
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
や

小
型
Ｐ
Ｃ
、

測
定
カ
メ
ラ

は
す
べ
て
無

線
接
続
が
可

能
だ
。
ま
た
、
作
業
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
完
結
で
き
、
手
元

で
数
値
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
標
準
付
属
品
を
最

低
限
に
し
て
オ
プ
シ
ョ
ン
品

を
豊
富
に
そ
ろ
え
た
こ
と
で

導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
用
途
に
合
わ
せ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

同
社
は
引
き
続
き
ア
ラ
イ

メ
ン
ト
の
重
要
性
を
訴
求

し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
提
案
し
て
い
く
。

て
い
る
。
調
整
前
後

の
結
果
を
出
力
す
る

こ
と
が
で
き
る
た

め
、
顧
客
へ
の
提
示
が
し
や

す
い
。
群
馬
県
高
崎
市
に

「
ヨ
サ
ム
ジ
ャ
パ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
て
お
り
、
機
器
の
扱
い
方

な
ど
の
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

Ｑ
・
Ｌ
ｉ
ｇ
ｎ
は
ゼ
ロ
ス

ペ
ー
ス
設
計
で
、
設
置
場
所

採
用
し
、
従
来
の
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ウ
ト
測
定
に

加
え
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ラ
ン

ナ
ウ
ト
測
定
も
あ
る
た
め
、

環
境
に
応
じ
て
測
定
方
法
を

変
更
し
、
ク
イ
ッ
ク
に
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
面

は
、
理
解
し
や
す
い
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ

ア
ラ
イ
メ
ン
ト
測
定
や
調

整
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

バ
ン
ザ
イ
は
、
大
型
車
用
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
テ
ス
タ
ー
「
カ

ム
ア
ラ
イ
ナ
ー
」
と
小
型
車

用
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
テ
ス
タ
ー

「
Ｑ
・
Ｌ
ｉ
ｇ
ｎ
」
を
展
開

し
て
い
る
。

カ
ム
ア
ラ
イ
ナ
ー
は
、
セ

ル
フ
セ
ン
タ
リ
ン
グ
ゲ
ー
ジ

を
使
用
し
、
車

体
の
中
心
を
基

準
線
と
し
て
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
測

定
を
行
う
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
カ

メ
ラ
セ
ン
サ
ー

（
光
学
式
）
を

カムアライナー／
ＱＬｉｇｎ

アライメントテスター

カムアライナー

Ｑ
・
Ｌ
ｉ
ｇ
ｎめ

、
安
定
し
た
連
続
ス
ポ
ッ

ト
溶
接
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。本

体
に
は
「
溶
接
判
定
機

能
」
「
溶
接
結
果
記
録
機

能
」
を
搭
載
し
て
い
る
。
溶

接
時
の
加
圧
力
と
電
流
量
を

記
録
し
て
保
管
す
る
ほ
か
、

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
作
業
記

録
を
説
明
す
る
際
に
も
活
用

で
き
る
。
ま
た
、
従
来
製
品

と
比
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ

ネ
ル
を
カ
ラ
ー
化
し
た
こ
と

で
、
操
作
性
を
高
め
た
。

従
業
員
の
作
業
負
担
の
軽

減
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で

き
な
い
課
題
だ
。
全
自
動
で

正
確
な
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
が
で

き
る
と
同
時
に
、
作
業
工
程

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
点

は
大
き
な
導
入
メ
リ
ッ
ト

だ
。

溶
接
に
対
応
し
て
い
る
。
一

次
側
入
力
60
㌂
以
上
で
最
大

溶
接
電
流
は
１
万
４
千
㌂
、

最
大
加
圧
力
は
６
５
０
デ
カ

ニ
ュ
ー
ト
ン
。
本
体
と
ガ
ン

の
そ
れ
ぞ
れ
に
ト
ラ
ン
ス
を

内
蔵
し
て
二
次
接
続
に
し
た

こ
と
で
、
高
い
出
力
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

冷
式
を
採
用
し
て
い
る
た

ッ
ト
溶
接
を
行
う
際
は
メ
ー

カ
ー
が
設
定
し
た
基
準
値
に

調
整
す
る
作
業
が
必
要
と
な

る
が
、
こ
の
工
程
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
作
業
効
率

ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
。

超
高
張
力
鋼
板
ま
で
対
応

す
る
同
製
品
は
、
国
内
メ
ー

カ
ー
の
補
修
溶
接
条
件
や
海

外
メ
ー
カ
ー
の
フ
ル
オ
ー
ト

イ
ヤ
サ
カ
は
、
カ
ロ
ラ
イ

ナ
の
全
自
動
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機

「
Ｃ
Ｔ
Ｒ
９
」
を
取
り
扱

う
。
同
製
品
は
板
厚
や
材
質

を
本
体
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か

ら
自
動
で
算
出
し
、
最
適
な

加
圧
力
と
電
流
値
で
溶
接
す

る
こ
と
が
で

き
る
。
ス
ポ

カロライナ 全自動インテリ
ジェント･スポット溶接機

ＣＴＲ９

ミ
ン
グ
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー

ド
」
や
「
ミ
リ
波
吸
収
パ
ネ

ル
」
「
ミ
リ
波
吸
収
シ
ー

ト
」
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も

充
実
し
て
い
る
。

う
こ
と
が
可
能
だ
。

さ
ら
に
、
国
産
７
メ
ー
カ

ー
12
種
類
の
「
カ
メ
ラ
エ
ー

独
自
の
機
器
。
ラ
イ
ン
レ
ー

ザ
ー
に
よ
り
正
確
な
直
線
を

描
く
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
テ

ム
で
、
車
両
正
対
の
た
め

の
、
車
両
中
心
線
・
側
線
・

直
交
線
だ
け
で
は
な
く
、
付

属
の
三
脚
と
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

を
併
用
す
る
こ
と
で
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ

ー
ド
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
に
タ

ー
ゲ
ッ
ト
貼
付
位
置
の
マ
ー

キ
ン
グ
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
位
置
出
し
作
業
の
時
間

短
縮
に
大
き
く
貢
献
す
る
製

品
で
あ
る
。

ま
た
、
基
準
墨
出
し
板
は

２
枚
付
属
し
て
お
り
、
前
後

の
確
認
作
業
を
効
率
的
に
行

ア
ル
テ
ィ
ア
の
エ
ー
ミ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
「
Ｄ
ｒ

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
は
、
エ
ー
ミ

ン
グ
調
整
時
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
位
置
出

し
出
し
作
業
に
必
要
な
ツ
ー

ル
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
し
た

製
品
で
あ
る
。多

数
の
車
種
・

車
両
に
対
応
し
、

一
人
で
も
、
位
置

出
し
作
業
を
容
易

に
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
中
で

も
、
「
レ
ー
ザ
ー

ロ
ボ
」
は
、
同
社

エーミングサポートツール

ＤｒＬＩＮＥ
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知
見
を
生
か
し
た
迅
速
で
確
実
な
診

断
が
可
能
だ
。

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
後
の
完
成
検
査

で
は
約
90
項
目
に
渡
る
出
荷
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
、
合
格
し

た
Ａ
Ｔ
の
み
、
お
客
さ
ま
の
手
に
渡

る
。
一
つ
で
も
不
合
格
項
目
が
出
た

場
合
、
合
格
す
る
ま
で
整
備
を
行
う

た
め
、
そ
の
性
能
は
メ
ー
カ
ー
の
お

墨
付
き
だ
。
な
お
、
純
正
フ
ィ
ル
タ

と
純
正
Ａ
Ｔ
Ｆ
を
使
用
し
て
い
な
い

場
合
や
、
正
規
サ
ー
ビ
ス
デ
ィ
ー
ラ

ー
以
外
か
ら
の
リ
ン
ク
品
な
ど
を
使

用
し
た
場
合
、
ア
リ
ソ
ン
の
保
証
対

象
外
と
な
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

認
定
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
ア
リ

ソ
ン
純
正
部
品
を
使
用
し
た
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
や
そ
の
他
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
ア
リ
ソ
ン
認

定
ロ
ゴ
の
つ
い
た
正
規
サ
ー
ビ
ス
デ

ィ
ー
ラ
ー
の
み
。
ア
リ
ソ
ン
正
規
サ

ー
ビ
ス
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
全
国
35
カ
所

に
広
が
り
、
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

近
年
、
大
手
商
用
車
メ
ー
カ
ー
が

中
型
路
線
バ
ス
に
フ
ル
オ
ー
ト
マ
チ

ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
リ

ソ
ン
Ｔ
２
８
０
Ｔ
Ｍ
を
標
準
装
備
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
Ａ
Ｔ
搭
載

車
が
増
加
し
て
い
る
。
古
く
は
２
０

１
０
年
か
ら
本
格
的
に
大
型
路
線
バ

ス
に
ア
リ
ソ
ン
製
品
が
搭
載
さ
れ
、

多
く
が
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
の
性
能
を
十
分

に
引
き
出
し
、
長
期
に
わ
た
り
安
定

し
た
走
行
を
維
持
す
る
た
め
、
ま
た

車
両
を
大
切
に
乗
り
継
ぎ
、
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

に
も
適
切
な
時
期
で
の
オ
ー
バ
ー
ホ

ー
ル
を
推
奨
し
て
い
る
。

ア
リ
ソ
ン
で
は
、
座
学
や
分
解
組

立
実
習
を
含
め
た
規
定
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
修
了
し
た
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
世

界
共
通
の
認
定
資
格
を
付
与
。
Ａ
Ｔ

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
で
き
る

の
は
認
定
資
格
保
有
者
に
限
ら
れ
、

そ
の
技
術
力
は
他
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
と

一
線
を
画
す
。
正
規
サ
ー
ビ
ス
デ
ィ

ー
ラ
ー
に
在
籍
す
る
認
定
資
格
者

は
、
ア
リ
ソ
ン
純
正
部
品
を
使
用

し
、
整
備
に
関
わ
る
最
新
情
報
に
準

拠
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
圧
倒
的

な
取
扱
数
ゆ
え
に
、
過
去
の
豊
富
な

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ア
リ
ソ
ン

ジ
ャ
パ
ン
（
担
当
＝
小
林
）

電
話
＝
０
３
・
６
７
１
８
・
１

６
７
２

定
期
点
検
は
正
規
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

認定メカニックによる整備と純正部品で性能を担保

ア
リ
ソ
ン
Ａ
Ｔ
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

完
成
検
査

ま
た
、
切
断
と
サ
ビ
取
り

の
機
能
を
持
つ
。
切
断
機
能

は
ノ
ズ
ル
交
換
で
照
射
幅
を

細
く
す
る
こ
と
で
使
用
で

き
、
細
い
切
断
幅
で
き
れ
い

な
切
断
面
を
実
現
。
ま
た
、

サ
ビ
や
塗
料
を
瞬
時
に
除
去

す
る
レ
ー
ザ
ー
洗
浄
機
能
に

よ
り
、
サ
ビ
や
塗
膜
な
ど
を

母
材
へ
の
熱
影
響
を
抑
え
な

が
ら
効
率
よ
く
除
去
で
き

る
。
照
射
箇
所
に
発
熱
と
蒸

気
プ
ラ
ズ
マ
が
発
生
し
、
プ

ラ
ズ
マ
の
衝
撃
波
や
膨
張
圧

力
で
被
除
去
物
が
母
材
か
ら

剥
離
す
る
こ
と
で
サ
ビ
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ダ

ブ
ル
／
ト
リ
プ
ル
ワ
イ
ヤ
ー

フ
ィ
ー
ダ
ー
や
レ
ー
ザ
ー
専

用
ブ
ー
ス
・
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
も
用
意
し
て
い
る
。

な
ど
幅
広

い
金
属
に

対
応
し
、

ア
ル
ミ
板

厚
８
㍉
㍍

の
溶
接
も

行
え
る
。

同
製
品

は
、
ワ
イ

ヤ
ー
送
給

機
能
を
搭

載
し
、
ト

ー
チ
操
作

と
連
動
し

て
ワ
イ
ヤ
ー
が
自
動
供
給
さ

れ
る
た
め
、
安
定
し
た
溶
接

作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
誰
で

も
簡
単
に
溶
接
で
き
る
。
ワ

イ
ヤ
ー
を
使
用
し
な
い
共
付

け
溶
接
に
も
対
応
す
る
。

に
抑
え
な
が
ら
深
い
溶
け
込

み
を
実
現
し
、
ひ
ず
み
の
少

な
い
高
品
質
な
溶
接
が
可

能
。
こ
の
た
め
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
高
反
射
材
を
は

じ
め
、
軟
鋼
や
ス
テ
ン
レ
ス

安
全
自
動
車
が
取
り
扱
う

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
溶
接

機
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｘ
―
Ｆ
Ｌ

―
Ｌ
Ｃ
Ｗ
」
は
、
溶
接
・
切

断
・
サ
ビ
取
り
の
３
機
能
を

１
台
に
集
約
し
た
多
機
能
モ

デ
ル
。
乗
用
車
か

ら
大
型
車
ま
で
幅

広
い
車
両
に
対
応

し
、
さ
ま
ざ
ま
な

整
備
・
板
金
作
業

で
活
用
で
き
る
。

フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
ー
溶
接
は
、

光
を
熱
源
と
す
る

溶
接
方
式
で
、
従

来
工
法
に
比
べ
て

熱
影
響
を
局
所
的

ＳＵＮＭＡＸＦＬＬＣＷ
ファイバーレーザー溶接機

基
本
契
約
に
「
レ
ン
タ
カ
ー
特

約
」
や
「
代
車
特
約
」
を
盛
り
込

む
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
対
物
賠
償
事
故
の
代
車
は
基

本
的
に
有
料
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
を

基
準
と
す
る
損
保
も
増
え
つ
つ
あ

り
、
今
後
の
有
料
レ
ン
タ
カ
ー
需

要
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
事
業
者
の
コ
ス
ト
負
担
を
軽

減
す
る
強
力
な
後
押
し
と
し
て
、

任
意
保
険
の
割
引
率
が
大
幅
に
拡

大
さ
れ
た
。
「
ネ
ッ
ト
ワ
ン
君
レ

ン
タ
カ
ー
」
の
活
用
で
、
長
期
保

険
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
享
受

し
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
が
可
能

と
な
る
。

同
社
は
、
こ
れ
ら
全
国
の
営
業

所
で
新
車
・
中
古
車
販
売
、
リ
ー

ス
な
ど
の
ト
ー
タ
ル
カ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
ず

は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ン
君
レ
ン
タ

カ
ー
」
の
訴
求
を
さ
ら
に
強

化
し
、
将
来
的
に
は
、
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
直
接

集
客
も
見
据
え
、
早
期
の
全

国
配
備
５
０
０
台
体
制
を
目

指
す
。

に
、
加
盟
金
や
保
証
金
、
月
会

費
、
登
録
免
許
税
な
ど
の
手
続
き

や
費
用
も
省
略
で
き
る
。
加
盟
店

工
場
が
既
存
の
保
有
車
両
を
買
い

取
る
形
で
レ
ン
タ
カ
ー
化
で
き
る

ほ
か
、
取
引
先
な
ど
か
ら
調
達
し

た
新
車
・
中
古
車
の
レ
ン
タ
カ
ー

化
も
拡
大
し
て
お
り
、
導
入
後
２

年
間
で
14
台
増
車
を
達
成
し
た
加

盟
店
工
場
も
あ
る
。

現
在
は
93

社
（
93
営
業
所
）
、
２
３
５
台
の

実
績
を
持
つ
。

昨
今
、
国
土
交
通
省
か
ら
自
動

車
業
界
３
団
体
に
対
し
、
下
請
け

事
業
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る

行
為
の
防
止
、
特
に
「
代
車
の
無

償
提
供
を
要
請
し
な
い
こ
と
」
へ

の
注
意
喚
起
が
発
信
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
損
害
保
険
各
社
で
も

Ｄ
Ｒ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
加

盟
店
工
場
向
け
の
有
料
レ
ン
タ
カ

ー
事
業
「
ネ
ッ
ト
ワ
ン
君
レ
ン
タ

カ
ー
」
の
普
及
・
促
進
を
強
化
し

て
い
る
。
現
在
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
加
盟
店
工
場
は
47
都
道
府
県

で
３
７
９
社
を
数
え
、
各
工
場
が

保
有
す
る
顧
客
向
け
の
代
車
は
約

７
千
台
に
上
る
。
同
社
は
、
こ
れ

ら
代
車
車
両
の
レ
ン
タ
カ
ー
へ
の

転
換
、
お
よ
び
新
規
増
車
を
進
め

て
い
く
。

２
０
１
９
年
11
月
に
始
動
し
た

「
ネ
ッ
ト
ワ
ン
君
レ
ン
タ
カ
ー
」

は
、
自
動
車
板
金
修
理
の
特
性
に

適
応
し
た
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ン
タ
カ

ー
と
し
て
開
発
。
リ
ー
ス
型
を
採

用
し
て
い
る
た
め
初
期
費
用
ゼ
ロ

円
で
ス
タ
ー
ト
が
可
能
。
さ
ら

ー
へ
の
対
応
に
も
役
立
て
て

い
る
。

現
場
で
は
「
コ
グ
ニ
フ
ォ

ト
ベ
ー
ス
モ
バ
イ
ル
」
を
活

用
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
入

庫
時
や
作
業
中
、
完
成
時
の

写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
場
で

案
件
に
保
存
で
き
る
た
め
、

画
像
を
整
理
す
る
手
間
も
軽

減
し
た
。

玉
井
社
長
は
「
普
段
使
っ

て
い
る
コ
グ
ニ
フ
ォ
ト
ベ
ー

ス
の
延
長
で
自
費
修
理
も
管

理
で
き
る
の
が
大
き
い
。
写

真
は
自
社
の
仕
事
を
証
明
す

る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
な
る
」

と
評
価
。
修
理
内
容
の
分
か

り
や
す
い
説
明
や
顧
客
の
安

心
、
納
得
感
に
つ
な
げ
、
蓄

積
し
た
情
報
を
信
頼
づ
く
り

に
も
生
か
し
て
い
る
。

修
理
に
も
活
用
を
広
げ
た
。

従
来
、
自
費
修
理
で
も
写

真
は
撮
影
し
て
い
た
が
、
保

管
方
法
が
統
一

さ
れ
て
お
ら

ず
、
過
去
の
見

積
も
り
や
施
工

画
像
を
探
す
こ

と
に
手
間
を
要

し
て
い
た
。
現

在
は
、
自
費
修

理
も
案
件
と
し

て
登
録
し
、
写

真
や
見
積
書
、

修
理
履
歴
を
車

両
ご
と
に
ク
ラ

ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
上
で
管

理
。
過
去
の
施
工
内
容
を
容

易
に
確
認
で
き
、
リ
ピ
ー
タ

コ
グ
ニ
フ
ォ
ト
ベ
ー
ス
を
利

用
。
今
回
、
有
償
サ
ー
ビ
ス

の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
「
保
険

外
修
理
案
件
サ
ー
ビ
ス
」
を

導
入
し
、
保
険
修
理
で
日
常

的
に
行
っ
て
い
る
写
真
撮
影

や
画
像
管
理
の
流
れ
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
な
く
、
自
費

ア
ク
タ
ス
た
ま
い
（
玉
井

晋
一
社
長
）
は
、
コ
グ
ニ
ビ

ジ
ョ
ン
の
情
報
共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
コ
グ
ニ
フ
ォ

ト
ベ
ー
ス
」
の
有
償
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
、
保
険
修
理
に

加
え
、
自
費
修
理
の
車
両
情

報
や
修
理
履
歴
の
一
元
管
理

を
進
め
て
い
る
。

同
社
は
以
前
か
ら
、
損
害

保
険
会
社
へ
の
画
像
伝
送
に

中井 潤郎氏

玉
井

晋
一
社
長

コンプライアンスや
業務効率化に貢献

保険の割引率も拡大

ア
ク
タ
ス
た
ま
い儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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